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創造的な学修に向けた大学図書館の役割について

6月5日（土）12:45～15:00 
オンライン・オンデマンド形式併用
録画映像公開期間：6月11日（金）～ 6月17日（木） 
長引くコロナ禍は、結果的に教育の場におけるデジタル化を強制的に推し進め、学びのあ
り方を大きく変えています。そのような中で、これからの世の中で必要となってくる「創
造的な学び」に対して大学図書館はどのような形で支援を行っていけるのか。様々なフィ
ールドの最前線でご活躍されている登壇者の方々にご講演いただき、大学図書館の役割の
これからについてディスカッションいただきます。 

１）高等教育・学術的観点(｢学修の共同性と社会性｣｢デザイン｣)からの提起

３）(未来の大学図書館利用者を輩出する)中等教育現場(図書館)からの創造的学修事例

２）海外(図書館)｢次世代ラーニングコモンズ｣における創造的学修事例 

創造的学修の視点から大学図書館の役割について

立正大学図書館　部長　室井忠彦

（5分）

研究担当理事校 立正大学図書館長　山本貴啓

（5分）

公立はこだて未来大学システム情報科学部情報アーキテクチャ学科教授。博士（学術）。公立はこだて未来大学お
よび日本科学未来館の設立計画策定に携わる。NHK経営委員（2013-2016）のほか、中央教育審議会委員、科学技
術・学術審議会委員、経済産業省の製品安全に関する審議会委員、北海道科学技術審議会委員などを務めている。
サイエンス・サポート函館の活動で、平成26年度文部科学大臣表彰科学技術賞（理解増進部門）を受賞。 

公立はこだて未来大学教授 美馬のゆり　氏 

（30分）

シカゴ大学大学院修了。卒業後は日本でデジタルアーカイブの商品開発に従事。現在はファブスペースを中
心に、図書館利用者または学習者を情報のクリエイターとして支援する学習空間の構築に取り組む。丸善雄
松堂の海外図書館研修に通訳として同行して、90館以上の図書館を訪問した。 

増井尊久　氏  

（30分）

（30分）

美馬 のゆり　 氏 増井 尊久　  氏  有山 裕美子　氏

（30分）

2021年度私立大学図書館協会東地区部会研究部研究講演会

開会の辞１．

挨拶２．

講演３．

ディスカッション４．

元・工学院大学附属中学校・高等学校司書教諭 有山裕美子　氏
（現・軽井沢風越学園教諭） 

大学卒業後、公立小学校の教員に。出産を機に退職し育児中に通信教育で司書と司書教諭の資格を取得する。 公共
図書館非常勤職員、中学・高等学校の国語科兼司書教諭を経て、現在は軽井沢風越学園で初等教育に携わる。目下
の関心は、STEAM教育や学校図書館におけるメイカースペースのあり方、電子書籍活用授業など。

丸善雄松堂株式会社Research & Innovation本部
事業開発部　企画開発担当課長
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